
  

  

ことわざアレコレ  

愛縁奇縁。確かにそういうことは有りますね。

いろんな友達がいる中で「心を許す」友達がい

ます。特に考えることもなく自然にそうなって

います。気が合い親密になるのは不思議な縁に

よるらしいです。そういう友達は大切にしま

す。  

             2025・6・1  

努力に勝る天才なし天才と称される「王」「イ

チロー」「大谷」も人一倍の努力を続けて来た

(いる)からこそ天才的な大記録を打ち立てるこ

とができたのだと思います。努力がなければ達

成できない記録でしょう。凡人であっても努力



を重ねることによって「天才」の領域にたどり

着くことが可能です。全てのことにおいて努力

こそが人を成功に導くことになると思います。

孫にも言っています。  

              2025・6・2  

門前市のごとし家が富み栄えていることをい

う。来客でいつもにぎわい、家の前に市場のよ

うに大勢の人が集まるさまを指す。政治の世界

でも似たようなことが起こりますが、その反動

も怖いものがありますね。  

            2025・6・4  

狭き門より入れ安易な道より困難な方法を選ん

で努力する方が立派な人間に育つことをいう。

本来は天国の門は狭く険しいのでそこを通るに

は努力が必要だということ。(キリストの教え)  



                          2025・6。9 渇し

ても盗泉の水を飲まず困っても不正なことは一

切しないとの意。盗泉は中国にある泉の名。孔

子が旅の途中この地を通りかかり、喉が渇いて

いたが泉の名を嫌ってその水を飲まなかったと

いう故事から。誰かさんに聞かせてやりたいで

すね。  

            2025・6・13  

河海は細流を択ばず度量が大きく人を分け隔て

なく受け入れることのたとえ。また他人の意見

を受け入れるだけの度量がないと人は大成しな

いと言う教え。同義語として「大海は芥をを択

ばず」があります。河は黄河、海は普通に

「海」を指します・  

             2025・6・18  



株を守りてウサギを待つ古い習慣や方法を頑固

に守っていて進歩がない事。中国の古代宋の国

で男が切り株にぶつかって死んだウサギを得

た。それ以来男は働かずに切り株にぶつかるウ

サギを待ち続けたという故事から。  

            2025・6・23  

馬鹿ほど怖いものはない愚か者や世間知らずは

理性や常識では考えられないことをしでかすの

で予測もつかず警戒のしようもなく危険だとい

うこと。例えばトランプや鳩山由紀夫を指す。  

            2025・6・28  

大恩は報ぜず小さな恩にはすぐ恩返しするもの

だがあまりに大きい恩にはかえって気づかず報

いようとしないものだということ。提灯を借り

た恩は知れど天道の恩は忘れる。  



            2025・6・29  

顧みて他を言う答えに困り他のことを言ってそ

の場を紛らわすこと。問題をずらしてごまかす

こと。中国の斉の宣王が孟子との問答で答えに

窮し左右を見回して関係のないことを言った故

事から。「痛いところを突かれると顧みて他を

いうだけの国会答弁には愛想が尽きた」と言う

時に使う。今の政治の世界にはびこっていま

す。 

       2025・7・3 

猿の尻笑い自分の欠点を棚に上げて、他人の短

所や欠点をあざ笑う愚かさをいう。猿が自分の

尻も赤いことに気づかず、ほかの猿の赤い尻を

見て笑うと言う意味から。 

       2025・7・5 

 

牛の角を蜂が刺す なんとも感じず平気なこと

また手ごたえがない事。牛の角を蜂が刺しても

痛くも痒くもない事から。政治の世界はどうで

しょうか。伊東市の彼女が思い浮かびますね。 



       2025・7・14 

曾参人を殺す 嘘や間違ったことを何度も言わ

れると最後には人がそれを信じるようになるこ

とをいう。曾参(そうしん)は孝行で有名な孔子

の弟子。今の世相を考えると、うなづける部分

があります。参院選を見ると SNS 上で嘘の情報

が多々あるようですがそれを鵜呑みにする者が

多いそうです。そんなことで政治が左右されて

はたまりませんね。 

        2025・7・19 

月満つれば則ち欠く盛んなものも絶頂を過ぎれ

ば衰えゆくものであるとゆうこと。繁栄を誇っ

ておごり高ぶるのを戒めた言葉。自民党と大躍

進した二つの政党に伝えたいですね。 

         2025・7・24 

汗馬の労 人のために忙しく走り回って苦労す

ること。尽力や功労をねぎらう際の言葉。馬に

汗をかかせるほど戦場を駆け回って立てた軍功

の意。「諸君の汗馬の労に対し会長から金一封

を預かっている」と言うように使う。 



            2025・7・29 

一犬影に吠ゆれば百犬声に吠ゆ 誰かが言っ

たいい加減なことでもとかく世間は事実として

言い広めてしまうものだというたとえ。選挙で

も sns でウソ情報が流れていますが困ったもの

ですね。 

            2025・8・3、 

鰯の頭も信心から つまらないものでもそれを

信仰すれば尊くありがたく思えること。又その

種のつまらぬ迷信をからかうことば。少数政党

が乱立していますが、なかにはオウム真理教や

統一教会まがいの政党もありますので冷静に対

応しましょう。 

            2025・8・9 

皿嘗めた猫が科を負う 主犯や首謀者は捕ま

らず、手下や小物だけが捕まって罰せられるこ

とのたとえ。魚を食べた猫が逃げた後で、空の

皿をなめていた別の猫が捕まって罰を受けるこ

とから。詐欺グループの実態がそのようです

ね。          2025・8・15 



 

 

 

 


